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ンパンジー (第76回)記憶と惜臥 科学 78(4):
458-459.
6) 松沢哲郎 (2007)ちびっこチンパンジー (節62回)
グアノとティノと研究の30年.科学 77(2):
212-213.
7) 松沢哲郎 (2007)ちびっこチンパンジー (苅66回人
間とチンパンジーの子TFての迎い.科学77(6):
560-561.

































































































































































































































































































































































































































正耐 BT93(教授),松井智子 (准教授),南雲純治 (技術職
負),久保 (川合)南梅子 (2008年8月まで学振特別研究
負),親川千紗子,木場礼子,平石博敏,山口智恵子,三
浦優生,福島美和,柏木亜井,浮田玲子, 伊藤祐康 (大
学院生),加藤朱美,班迫qu_千 (技術補佐員)
<研究概要>
All)言語習得の身体的基盤の駆知神経科学的研究
正誘引吉男,松非智子,三浦位生,柿木亜井,浮田玲子,
伊伸7IJ'1.,7卓
主に耶射iq迎氾位の計測をmいて,他肴の視線の方
向が対人知光に及ぼす効果や,会話における詣者の心
のうちの推測についての実験的研究を行い,学会発衣
と論文の形で報告した.
A-2)学習困難を持つ子どもの心理現題遂行時の脳内機
序の解明および支援プログラムの評価
正高信男,久保 (川合)南海子 (京都大学こころの未来
研究センター),平石博敏,福応美和,伊頗祐朗
京都大学こころの未来研究センターにおいて,学習
に困難を示す子どもたちを対射 こ嫉脊研究を行った.
学習に困難を伴う子どもたちのリテラシーに関する学
習を支援するための教材とカリキュラムを構成し,尖
施した.学習支援による脳機能の変化をNIRSを用いて
捉えることにより,本研究での学習支援の布川性と,早
習に困難を伴う子どもの脳の可塑性が明らかになった.
B)コミュニケーションにおける r心の理飴｣と社会的
認知の相互的発達の検証
松井智子,正高信男,三浦俺生
コミュニケーションの更新を取り入れた r心の理論｣
課題を用いて実験を行い,標qLl的訳信念課題ができな
い3歳児にも対人的な場両での信念の理解が可能であ
ることが明らかになった.
C)機能語の習得に見る ｢心の理論｣発達の研究
松井智子,三浦優生
コミュニケーションにおける他者の心の理解は,行 ･
為の背後にある他者の心の理解に先んじて発達すると
いう仮説をたて,実験を通して,3歳前後の児童がどの程
度 ｢ね｣｢かな｣｢よ｣などの終助詞の意味を理解できる
のかを検証している.誤信念課題にこれらの終助詞理
解を組み入れた実験をもちいて,日本語とドイツ語と
の比較を行った.
D)行動実験制御装置およびプログラムの開発
柄雲純治
突放用プログラムおよびユーティリティの作成を行
った.
E)聴覚梢報処理の左右差に関する行動学的研究
正甜 古刀,布田啓iht(流動部門多様性保全分野),Alban
Lemasson(レンヌ節一大学),親川千紗子,加藤朱美 (技
術補佐員)
盃長桁を対象に聴党処理に関わる-}糾tTJ優位性を行動
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